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減損損失の計上および連結業績予想と実績値との差異 

ならびに個別業績と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 28 年４月 28 日開催の取締役会において、平成 28 年３月期連結会計年度（平成 27 年４月

１日～平成 28 年３月 31 日）に減損損失を計上することを決議いたしました。これに伴い、平成 27 年 10

月 28 日に公表いたしました平成 28 年３月期の連結業績予想と実績値に差異が生じましたので、下記のと

おりお知らせいたします。また、平成 28年３月期の個別業績と前事業年度の実績値に差異が生じましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 28年３月期連結業績予想と実績値との差異 

 売上収益 営業利益 税引前利益 親会社の所有

者に帰属する

当期利益 

基本的１株当

たり当期利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 
百万円 

165,000 

百万円 

10,800 

百万円 

10,800 

百万円 

7,700 

円 銭 

153.42 

実 績 値    （ B ） 167,429 9,736 8,118 6,162 122.79 

増 減 額  （ B － A ） 2,429 △1,063 △2,681 △1,537  

増 減 率    （ ％ ） 1.5 △9.9 △24.8 △20.0  

（ご参考）前期実績 

（平成 27年３月期） 
154,395 8,746 12,104 7,230 144.07 

 

２．差異が生じた理由 

 中国経済の成長鈍化の影響が世界経済全体に波及する中で、当社の連結子会社である成都永華富士離合

器有限公司について、事業環境や収益性等を勘案し将来の回収可能性を検討した結果、減損損失 2,681 百

万円をその他の費用として計上いたしました。 



３．平成 28年３月期個別業績と前事業年度の実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

平成 27 年３月期実績値（A） 
百万円 

42,560 

百万円 

3,070 

百万円 

11,455 

百万円 

7,622 

円 銭 

151.88 

平成 28 年３月期実績値（B） 39,920 2,205 4,873 1,728 34.44 

増 減 額  （ B － A ） △2,640 △864 △6,582 △5,894  

増 減 率    （ ％ ） △6.2 △28.2 △57.5 △77.3  

 

４．差異が生じた理由 

 個別業績における経常利益の減少は、主に為替差益の減少によるものであります。当期純利益の減少は、

主に前記の減損処理に伴い、実質価額が著しく下落した関係会社出資金について、関係会社出資金評価損

2,518 百万円を特別損失として計上したことによるものであります。なお、関係会社出資金評価損は、連

結決算においては全額消去されるため、連結損益に与える影響はありません。 

以上 


